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 要  旨 
人は物体に触れたり持ち上げ運動を行なう際、一般的には視覚によって得られた対象物の形状
や色彩、堅さ等の情報に基づいて重量を予測、判断し動作を行なう。このような把持動作におい
て把持物体の大きさが重量知覚（対象物を把持した際に感じる重量感覚）に大きな影響を及ぼす
錯覚現象を Size-weight illusion と呼ぶ。これは、同じ重量だが大きさの異なる 2 種類の物体が
あるとき、見た目では大きい物体の方が小さい物体よりも重そうだという判断を下すのに対し、
実際に把持すると小さい方の物体を重く感じてしまうという現象である。 
しかし Size-weight illusion において、対象物の体積比関係が被験者の重量感覚にどのような
影響を及ぼすかは解明されていない。また重量感覚の測定においても、主としてマグニチュード
法や調整法など、主観的な心理評価で判断せざるをえない状況であり、重量感覚を形成するメカ
ニズムを解明し、生理的な指標を用いて計測するということは当分野において大きな課題となっ
ている。体積比と重量感覚の関係性を明らかにすることは、このメカニズムを解明する上で必要
であり、Size-weight illusionのみならず把持運動全般における今後の研究において重要なポジシ
ョンを占める。 
本研究では、把持物体の体積比、調整法と重量知覚の関係性を調査することを目的としている。
一般的な Size-weight illusion を発生させる環境において、対比する 2 種類の物体の体積比を被
験者が正確に認知できない場合(実験Ⅰ)とできる場合(実験Ⅱ)に分けた。そして体積比を 5段階に
分け、母指・示指を用いての持ち上げ運動を行なった。 
結果、被験者全体のデータでは重量感覚が体積比に対して有意に差がみられたが、調整法につ
いては見られなかった。体積比による重量感覚の推移では体積比の増加とともに重量感覚が増加
し、実験Ⅱが実験Ⅰと比べ早い段階で一定値に収束する傾向であった。また、被験者別に見た場
合、体積比と重量感覚との関係をフラット型、アップ・ダウン型、アップ・ダウン・アップ型の
3 種類に分けられ、体積比が増大すれば重量感覚も同様に増大するわけではなく、被験者の把持
物体に対する認識プロセスによっては逆に錯覚が弱まってしまう傾向があった。筋電図では、体
積比による違いは認められず、体積が増加しても安定する傾向にあった。調整方法では上腕二頭
筋のピーク値において有意に差が認められ、他の条件については認められなかった。 
 
 
